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益田圏域版生活療養ノート

対 象 介護保険サービス利用者

目 的

利用者や家族、関係者が目標、リハビリプ
ログラムを共有し、利用者主体のリハビリ
を提供する

作成機関
益田赤十字病院
益田地域医療センター医師会病院

利用主体 ノートは利用者本人が所有する

利用方法

利用者及び家族、ＣＭ、主治医、関係者が
共有して活用する

ＣＭ＝ケアマネージャー



益田圏域版生活療養ノート運用方法

①
ノ
ー
ト
を
作
成

③
相
談
員
か
ら
Ｃ
Ｍ
に
連
絡

④
利
用
者
、
家
族
と
Ｃ
Ｍ
が

ノ
ー
ト
を
活
用
し
ケ
ア
プ
ラ
ン

作
成

⑤
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
は
利
用
者

の
目
標
に
向
け
た
事
業
所
毎
の

プ
ラ
ン
を
立
て
る

生活療養ノートの本人へ
の渡し方は、病院毎に違

います。

サービス担当者会議等で
ノートを活用し情報共有

②
利
用
者
へ
ノ
ー
ト
説
明

医療機関 在宅生活

⑦
定
期
的
な
評
価

⑥
利
用
者
、
家
族
、
主
治
医
、

事
業
所
が
情
報
共
有
し
、
目
標

に
向
け
支
援
す
る

様式６に記入
して下さい。

様式７に記
入して下さい。

病院では
様式１~５を作成

されます。



益田赤十字病院からの発信方法
【ノート作成対象者】

入院中にリハビリテーションを継続していて、自宅に退院し、
介護保険サービスを使う予定の人

①
ノ
ー
ト
を
作
成

③
相
談
員
か
ら
Ｃ
Ｍ
に

連
絡

④
Ｃ
Ｍ
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、
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用
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②
利
用
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へ
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指
導
に

併
せ
て
ノ
ー
ト
説
明
を
す

る

１ 生活療養ノート
２ ノートの説明「生活療養ノート」
３ 利用者、家族用アンケート
４ ＣＭ等事業者用アンケート

１ 生活療養ノート
２ 利用者、家族用アンケート

ＣＭ＝ケアマネージャー



益田地域医療センター医師会病院
からの発信方法

①
ノ
ー
ト
を
作
成

⑤
ノ
ー
ト
を
持
っ
て

退
院
す
る

④
カ
ン
フ
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ス
又
は

退
院
前
に
利
用
者
に

ノ
ー
ト
の
説
明
を
し
、

渡
す

１ 生活療養ノート
２ ノートの説明「生活療養ノート」
（３ ＣＭ等事業者用アンケート）

②
相
談
員
が
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
の
調
整

【メンバー】

院内スタッフ、利用者、家族、
ＣＭ、サービス事業所等

③
退
院
前
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
開
催

【ノート作成対象者】
○入院中にリハビリテーションを行っていて、退院後に通所リハ、訪問
リハを利用する人
○外来リハを行っていて、終了後に通所リハ、訪問リハを利用する人
○今後経過を見ながら対象範囲を広げる予定



生活療養ノートに関する連絡先

益田赤十字病院
益田地域医療センター

医師会病院

【担当部署】リハビリテーション技術課
【担当者】 大賀隆憲
【連絡先】 ＴＥＬ 0856-22-1480（代）

ＦＡＸ 0856-22-3991(代)

【担当部署】リハビリテーション科
【担当者】 広瀬強志
【連絡先】 ＴＥＬ 0856-22-3611

ＦＡＸ 0856-22-0407

益田保健所

【担当部署】健康増進グループ
【担当者】 深崎美樹
【連絡先】 ＴＥＬ 0856-31-9547

ＦＡＸ 0856-31-9568



生活療養ノートの関係者への配布

• 配布先

居宅介護支援事業所

サービス事業者

包括支援センター

医療機関 等

• 様式を益田保健所ホームページに掲載

ダウンロードして活用をお願いします。


